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問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
小
稿
は
さ
し
あ
た
り
、
積
宮
に
お
け
る
言
語
に
よ
る
儀
礼
「
課
」
に
着
目
す
る
。
蹟
宮
で
献
呈
さ
れ
た

ル
イ

謙
詞
の
実
体
は
、
蹟
宮
行
事
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
中
国
に
お
け
る
謙
は
、
先
祖
の
叙
述
に

（
１
）
 

始
ま
り
、
生
前
の
業
績
を
賞
賛
し
、
哀
傷
を
添
え
て
結
ぶ
と
い
う
形
式
を
も
つ
。
こ
の
儀
礼
を
大
和
宮
廷
が
採
り
入
れ
た
と
見
ら
れ
る

し
の
び
ご
と

わ
け
で
あ
る
が
、
従
前
の
研
究
で
は
、
わ
が
国
の
謙
は
、
必
ず
し
も
中
国
の
そ
れ
の
直
輸
入
と
も
考
え
ら
れ
な
い
｝
」
と
が
注
意
さ
れ

（
２
）
 

て
い
る
。
在
来
の
、
も
と
は
寿
詞
（
よ
ど
と
）
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
た
儀
礼
的
な
伝
承
詞
章
が
「
謙
」
と
訳
さ
れ
、
中
国

（
３
）
 

式
の
洗
礼
を
受
け
た
結
果
、
次
第
に
一
昼
悼
の
目
的
に
沿
っ
た
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
見
る
立
場
も
あ
る
。
そ
の
日
中
の
相
違
の
考

察
は
さ
て
お
き
、
小
稿
で
は
、
蹟
宮
の
最
終
段
階
で
奉
る
こ
と
を
慣
例
と
し
た
ら
し
い
、
｜
日
嗣
」
の
謙
を
念
頭
に
置
き
、
類
似
の
形

式
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
万
葉
長
歌
の
詞
章
、
宣
命
、
さ
ら
に
は
祝
詞
な
ど
の
皇
統
譜
的
表
現
を
比
較
対
照
し
つ
つ
、
「
蹟
」
の
本
質

を
考
察
す
る
手
が
か
り
の
一
端
を
見
出
す
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

探
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

わ
が
国
古
代
独
特
の
葬
法
一
蹟
」
は
、
古
代
的
な
死
生
観
・
溌
魂
観
を
研
究
す
る
上
で
深
い
示
唆
を
ふ
く
む
儀
礼
と
思
わ
れ
る
が
、

筆
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
万
葉
集
」
の
蹟
宮
挽
歌
、
「
記
紀
』
の
蹟
に
関
わ
る
伝
承
・
記
事
な
ど
を
資
料
と
し
て
、
砿
と
は
何
か
、
ど

の
よ
う
な
心
意
の
も
と
に
行
わ
れ
た
儀
礼
な
の
か
、
ま
た
後
の
日
本
人
の
葬
送
習
俗
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
、
等
々
に
つ
い
て

謙
と
皇
統
譜
表
現

梶
裕
史
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
諌
詞
の
具
体
的
な
姿
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
蹟
宮
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
記
事
を
残
す
天
武
紀
に
あ
た
る

と
、
あ
る
程
度
ま
で
そ
の
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
吉
田
義
孝
氏
は
、
天
武
磧
宮
に
お
け
る
相
次
ぐ
謙
の
奏
上
を

（
４
）
 

文
学
史
的
に
重
視
さ
れ
、
「
古
事
記
』
の
体
系
の
整
う
機
会
と
な
っ
た
と
い
う
考
え
を
持
聿
細
と
さ
れ
る
。
氏
の
最
近
の
論
文
「
日
並
挽

（
５
）
 

歌
論
ｌ
宮
廷
歌
人
柿
本
人
麻
呂
論
の
一
環
と
し
て
ｌ
」
で
は
、
人
麻
呂
も
醗
富
の
富
人
と
し
て
天
武
譽
に
積
極
的
に
参
加
し
、

古
事
記
体
系
の
形
成
と
も
深
く
関
わ
っ
た
と
の
推
論
を
も
と
と
し
て
、
天
武
蹟
宮
終
了
か
ら
わ
ず
か
五
か
月
後
に
蕊
じ
た
草
壁
皇
太
子

に
捧
げ
ら
れ
た
挽
歌
の
長
歌
は
、
こ
と
に
天
武
蹟
宮
の
最
終
段
階
で
奏
上
さ
れ
た
、
一
皇
祖
等
騰
極
次
第
」
Ⅱ
一
「
日
嗣
」
の
謙
の
様
式
の

深
い
影
響
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
ま
ず
こ
の
吉
田
氏
の
説
を
参
看
し
つ
つ
、
日
並
皇

子
挽
歌
の
長
歌
に
お
け
る
皇
統
譜
表
現
と
謙
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
初
め
に
、
煩
頃
に
な
る
が
基
礎
資
料
を

引
用
す
る
。

：
日
本
書
紀
』
（
天
武
天
皇
朱
鳥
元
年
九
月
九
日
）
天
皇
の
病
、
遂
に
差
え
ず
し
て
、
正
富
に
崩
り
ま
し
ぬ
。
（
同
十
一
日
）
始
め

て
發
尖
る
。
則
ち
蹟
宮
を
南
庭
に
起
っ
。
（
同
二
十
四
日
）
南
庭
に
残
す
。
即
ち
發
哀
る
。
是
の
時
に
鐺
り
て
、
大
津
皇
子
、

皇
太
子
を
謀
反
け
む
と
す
。
（
同
二
十
七
日
）
諸
の
僧
尼
、
砿
庭
に
發
突
り
て
及
ち
退
で
ぬ
。
是
の
日
に
、
肇
め
て
莫
進
り
て
即

し
の
び
ご
と
た
て
主
つ

ち
謙
る
。
第
一
に
大
海
宿
禰
菖
蒲
、
壬
生
の
事
を
課
る
。
次
に
…
…
、
諸
王
の
事
を
課
る
。
次
に
…
：
．
、
總
べ
て
宮
内

の
事
を
課
る
。
次
に
…
…
、
左
右
大
舎
人
の
事
を
謙
る
。
次
に
…
…
、
左
右
兵
衞
の
事
を
譲
る
。
次
に
…
…
、
内
命
婦
の
事
を
謙

る
。
次
に
…
…
、
膳
職
の
事
を
謙
る
。
（
同
二
十
八
日
）
諸
の
僧
尼
、
亦
蹟
庭
に
笑
る
。
是
の
日
、
…
…
、
大
政
官
の
事
を
謙

る
。
次
に
…
…
、
法
官
の
事
を
謙
る
。
次
に
…
…
、
理
官
の
事
を
謙
る
。
次
に
…
…
、
大
蔵
の
事
を
謙
る
。
次
に
…
…
、
兵
政
官

の
事
を
謙
る
。
（
同
二
十
九
日
）
僧
尼
、
亦
發
哀
る
。
是
の
日
、
…
…
、
刑
官
の
事
を
謙
る
。
次
に
…
…
、
民
官
の
事
を
謙
る
。
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。
『
万
葉
集
』
巻
一
三
日
並
皇
子
尊
蹟
宮
之
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌
」
の
長
歌
（
１
６
７
）

あ
め
つ
ち

あ
ま

天
地
の
初
め
の
時
の
ひ
さ
か
た
の
天
の
河
原
に
八
百
万
千
万
神
の
神
集
ひ
集
ひ
い
ま
し
て
神
は
か
り
は
か

び
る
め
み
こ
と
あ
め

り
し
時
に
天
照
ら
す
日
女
の
命
天
を
ば
知
ら
し
め
す
と
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
天
地
の
寄
り
〈
□
ひ
の
極
み

み
こ

知
ら
し
め
す
神
の
命
と
天
雲
の
八
重
か
き
分
け
て
神
下
し
い
ま
せ
ま
つ
り
し
一
百
面
照
ら
す
日
の
皇
子
は
飛
ぶ
烏

き
よ
み
の

す
め
る
色

い
ば
と

の
浄
之
宮
に
神
な
が
ら
太
敷
き
ま
し
て
天
皇
の
敷
き
ま
す
国
と
天
の
原
石
門
を
開
き
神
上
り
上
り
い
ま
し

た
た

ぬ
わ
が
大
君
皇
子
の
尊
の
天
の
下
知
ら
し
め
し
せ
ば
春
花
の
貴
か
ら
む
と
望
月
の
満
は
し
け
む
と
天
の
下

よ
６

四
方
の
人
の
大
船
の
思
ひ
た
の
み
て
天
つ
水
仰
ぎ
て
待
つ
に
い
か
さ
ま
に
田
口
ほ
し
め
せ
か
つ
れ
も
な
き
真
弓

の
岡
に
宮
柱
太
敷
き
い
ま
し
み
あ
ら
か
を
高
知
り
ま
し
て
朝
言
に
御
言
間
は
さ
ず
日
月
の
ま
ね
く
な
り
ぬ
れ

そ
こ
故
に
皇
子
の
宮
人
行
方
知
ら
ず
も
（
訓
読
は
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
「
万
葉
集
』
に
よ
る
。
異
伝
は
省
く
）

次
に
…
…
、
諸
国
司
の
事
を
謙
る
。
次
に
大
隅
・
阿
多
の
隼
人
、
及
び
倭
・
河
内
の
馬
飼
部
造
、
各
誌
る
。
（
同
三
十
日
）
僧

尼
、
發
哀
る
・
是
の
日
、
百
濟
王
良
虞
、
百
濟
王
善
光
に
代
り
て
課
る
。
次
に
国
国
の
造
等
、
参
赴
る
に
随
ひ
て
、
各
諌
る
。
価

り
て
種
種
の
歌
憐
を
秦
る
。

（
持
続
天
皇
元
年
元
日
）
皇
太
子
、
公
卿
・
百
寮
人
等
を
率
て
、
残
宮
に
適
で
て
勘
実
る
。
納
言
布
勢
朝
臣
御
主
人
謙
る
。
禮
な

り
・
諫
畢
へ
て
衆
庶
發
哀
る
。
…
…
（
一
一
一
月
一
一
十
日
）
丹
比
真
人
麻
呂
謙
る
。
禮
な
り
。
…
…
（
五
月
一
一
十
一
一
日
）
皇
太
子
、
公

卿
・
百
寮
人
等
を
率
て
、
磧
宮
に
適
で
て
働
実
る
。
是
に
、
隼
人
の
大
隅
・
阿
多
の
魁
帥
、
各
己
が
衆
を
領
ゐ
て
、
互
に
進
み
て

謙
る
。
（
十
月
一
一
十
一
一
日
）
…
…
初
め
て
大
内
陵
を
築
く
。
（
一
一
年
一
一
一
月
二
十
一
日
）
…
…
藤
原
朝
臣
大
嶋
謙
る
。
（
八
月
十
日
）

…
…
大
伴
宿
禰
安
麻
呂
諫
る
。
（
同
十
一
日
）
浄
大
蝉
伊
勢
王
を
命
し
て
葬
儀
を
奉
宣
は
し
む
。
（
十
一
月
四
日
）
皇
太
子
、
公

卿
・
百
寮
人
等
と
諸
蕃
の
賓
客
と
を
率
て
、
蹟
宮
に
適
で
て
働
突
る
。
是
に
、
璽
奉
り
て
楯
節
艤
奏
る
。
諸
臣
、
各
己
が
先
祖

等
の
仕
へ
ま
つ
れ
る
状
を
筆
げ
て
遁
に
進
み
て
譲
る
。
（
同
五
且
、
蝦
夷
百
九
十
餘
人
、
調
賦
を
負
荷
ひ
て
謙
る
。
（
同
十
一

日
）
、
布
勢
朝
臣
御
主
人
・
大
伴
宿
禰
御
行
、
遮
に
進
み
て
課
る
。

ロ
桿
卜
円
個
Ｅ
」
工
耶

。
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。
（
同
慶
雲
四
年
十
一
月
十
二
日
）
従
四
位
上
当
麻
真
人
智
徳
、
謙
人
を
率
ゐ
て
謙
奉
る
。
諭
し
た
て
ま
つ
り
て
倭
根
子
豊
祖
父
天

皇
と
日
す
。
即
日
、
飛
鳥
の
岡
に
火
葬
す
。
（
二
十
日
）
槍
隈
安
古
山
陵
に
葬
り
奉
る
。

と
あ
っ
て
、
天
武
磧
宮
で
「
皇
祖
等
騰
極
次
第
」
の
謙
を
奉
っ
た
同
一
人
物
が
、
や
は
り
殖
宮
終
了
時
に
謙
を
奉
っ
て
い
る
。
続
日
本

紀
に
は
そ
れ
と
記
さ
な
い
も
の
の
、
大
宝
三
年
十
二
月
十
七
日
・
慶
雲
四
年
十
一
月
十
二
日
に
も
、
当
麻
真
人
智
徳
に
よ
っ
て
日
嗣
の

謙
が
奏
上
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
持
統
・
文
武
い
ず
れ
に
対
し
て
も
「
諭
一
を
た
て
ま
つ
っ
た
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
諭
号
の
追
贈
と
一
「
皇
祖
等
騰
極
次
第
」
を
奏
上
す
る
こ
と
と
は
不
可
分
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

以
上
は
吉
田
義
孝
氏
の
考
察
の
筋
道
を
な
ぞ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
蹟
宮
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
平
安
初
期
の
天
皇
崩
御
時
の
謙
の

記
録
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
四
月
条
に
は
、
桓
武
天
皇
崩
時
の
謙
を
記
録
し
て

こ
畏
哉
平
安
宮
二
御
坐
シ
天
皇
ノ
。
天
シ
日
嗣
ノ
御
名
事
ヲ
。
恐
ム
恐
モ
謙
曰
。
臣
末
。
畏
哉
日
本
根
子
天
皇
ノ
天
地
ノ
共
長
ク
。

天
武
天
皇
の
二
年
以
上
に
及
ぶ
蹟
宮
行
事
は
、
持
統
二
年
十
一
月
十
一
日
、
当
麻
真
人
智
徳
の
「
泰
レ
謙
二
皇
祖
等
騰
極
次
第
二
を

も
っ
て
終
了
し
、
遺
骸
は
大
内
陵
に
葬
ら
れ
た
。
こ
こ
で
一
總
也
。
古
云
日
嗣
一
」
と
記
さ
れ
る
謙
は
、
例
え
ば
野
明
天
皇
鏑
宮
の
記

録
（
録
明
紀
十
三
年
十
月
十
八
日
「
宮
の
北
に
蹟
す
。
是
を
百
濟
の
大
蹟
と
謂
ふ
一
～
皇
極
紀
元
年
十
二
月
二
十
一
日
「
息
長
足
日
廣

額
天
皇
を
滑
谷
岡
に
葬
り
ま
つ
る
」
）
に
お
い
て
も
、
皇
極
紀
元
年
十
二
月
十
四
日
条
に

Ｑ
息
長
山
田
公
、
日
嗣
を
謙
び
奉
る

と
あ
っ
て
、
末
期
に
行
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
僅
か
な
資
料
な
が
ら
、
天
子
の
蹟
宮
に
お
い
て
は
、
そ
の
終
末
に
皇
祖
等
臘
極
次
第
の

謙
を
奉
る
こ
と
を
「
禮
」
と
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
持
統
天
皇
・
文
武
天
皇
そ
れ
ぞ
れ
の
残
宮
記
録
を
み
る
と
、

ｃ
『
続
日
本
紀
』
（
大
宝
三
年
十
二
月
十
七
日
）
従
四
位
上
当
麻
真
人
智
徳
、
諸
王
・
諸
臣
を
率
ゐ
て
、
太
上
天
皇
に
諫
奉
る
。
論
た

‐
■
Ｉ
 

日
月
ノ
共
遠
ク
。

子
よ
つ
ブ
⑨
。

て
ま
つ
り
て
大
倭
根
子
天
之
広
野
日
女
尊
と
曰
す
。
是
の
日
、
飛
鳥
の
岡
に
火
葬
す
。
（
同
二
十
六
日
）
大
内
山
陵
に
合
せ
葬
り

所
白
将
去
御
諒
卜
称
白
ク
。
日
本
根
子
皇
統
弥
照
尊
卜
称
白
ク

０
卜
Ｉ
Ｃ

畏
哉
日
本
根
子
天
皇
ノ
天
地
ノ
共
長
ク
。

恐
ム
恐
モ
謙
白
。
臣
末
。
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残
っ
た
と
す
れ
ば
、

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
『
類
聚
国
史
、
一
淳
和
天
皇
天
長
七
年
条
に
は
平
城
天
皇
崩
時
の
蒜
が
、
ま
た
『
統
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
条
に
は
淳
和
院
崩

時
の
謙
が
記
録
さ
れ
、
い
ず
れ
も
桓
武
天
皇
崩
時
と
同
じ
様
式
で
、
諭
号
を
奉
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
桓
武
・
平
城
・
淳
和
に
対
す
る
謙
は
、
後
世
の
残
骸
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
簡
略
化
さ
れ
て
鹸
も
重
大
な
こ
と
の
み
が

残
っ
た
と
す
れ
ば
、
歴
代
天
皇
の
崩
時
の
謙
に
お
い
て
は
、
諭
号
追
贈
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
重
い
意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測

犬
武
蹟
宮
に
も
ど
る
と
、
「
大
行
天
皇
」
で
あ
っ
た
天
武
の
遺
体
に
対
し
「
天
淳
中
原
源
真
人
天
皇
」
の
和
風
諭
号
が
贈
ら
れ
た
時

を
、
吉
川
氏
は
持
統
一
一
年
十
一
月
十
一
日
、
当
麻
真
人
智
徳
の
「
傘
し
謙
・
皇
祖
等
騰
極
次
第
一
」
の
時
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
ら
れ

る
。
躯
者
も
こ
の
見
解
に
従
い
た
い
。

蹟
宮
に
お
い
て
、
系
譜
を
よ
み
あ
げ
る
意
義
は
、

＊
そ
こ
に
新
し
く
死
者
の
名
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
の
霊
を
慰
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
和
田
華
氏
「
蹟

と
説
か
れ
る
通
り
だ
ろ
う
。
吉
川
氏
も
前
掲
論
文
で
、

天
武
は
、
こ
の
謙
の
中
で
天
淳
中
原
繭
真
人
天
皇
と
い
う
諭
号
を
贈
ら
れ
て
、
初
め
て
「
皇
祖
等
の
騰
極
の
次
第
」
い
い
か
え
れ

ば
、
祖
先
神
に
つ
ら
な
る
皇
統
譜
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
亡
き
歴
代
の
天
皇
同
様
そ
の
故
地
で
あ
る
神
々
の
国
高
天
原
に
「
カ

ミ
ア
ガ
ル
」
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
…
…
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
一
日
嗣
」
の
謙
詞
の
奏
上
は
、
総
て
の
磧
宮
行
事
終
了
の
段

階
で
叙
く
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
直
後
に
、
天
武
は
「
大
内
陵
」
に
埋
葬
さ
れ
、
ま
た
、
持
続
。
文
武
は
「
火
葬
」
に

付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
‐

、
、
、

＊
御
名
の
事
を
特
に
称
え
る
こ
と
も
、
神
聖
な
る
系
図
－
１
１
即
ち
ひ
つ
ぎ
Ｉ
‐
Ｉ
の
末
に
、
明
ら
か
に
登
録
し
た
こ
と
を
死
者
に
告

げ
て
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
霊
魂
へ
の
慰
撫
鎮
斎
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
（
池
田
彌
三
郎
氏
「
文
学
伝

げ
て
、
そ
れ

承
の
機
会
」
）

の
基
礎
的
考
察
二そ
し
て
同
氏
は
、
柿
本
人
麻
呂
が
日
並
皇
ｒ
挽
歌
の
長
歌
の
前
半
で
天
地
初
発
ｌ
天
照
大
神
Ｉ
ニ
ニ
ギ
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「
日
嗣
」
Ⅱ
「
皇
祖
等
騰
極
次
第
一
の
謙
が
い
か
な
る
内
容
だ
っ
た
か
、
そ
の
具
体
的
な
姿
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
倉
野
憲
司
氏

は
、
『
古
事
記
』
の
一
帝
皇
曰
継
」
の
相
を
推
察
し
て
、
お
よ
そ

一
（
先
帝
と
の
御
続
柄
）
、
天
皇
の
御
名
、
皇
宮
の
名
称
、
治
天
下
の
事
、
（
治
天
下
の
年
数
）

二
后
妃
皇
子
女
、
（
皇
子
女
の
総
数
）
（
蝋
）
、
皇
子
女
に
関
す
る
重
要
事
項

三
其
の
御
世
に
於
け
る
国
家
的
重
要
事
項

こ
の
説
は
非
常
に
理
解
し
や
す
く
、
傾
聴
す
べ
き
も
の
と
思
う
。
も
し
人
麻
呂
が
吉
田
氏
の
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
際
に
天
武
蹟

宮
行
事
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
古
事
記
体
系
の
形
成
に
も
関
与
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
説
の
蓋
然
性
は
高
ま
ろ
う
が
、
人
麻
呂
理

官
説
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
小
稿
の
主
旨
か
ら
外
れ
る
の
で
差
し
控
え
る
。
繁
者
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
挽
歌

の
長
歌
が
、
「
日
嗣
」
の
謙
と
同
じ
発
想
で
詠
ま
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
、
む
ろ
ん
謙
そ
の
ま
ま
で

は
な
く
、
そ
の
内
容
・
形
式
を
文
学
的
観
点
か
ら
踏
襲
し
変
容
さ
せ
た
も
の
、
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
当
歌
に
お
け
る
天
武
の
描
き
方

は
、
謙
の
発
想
と
は
異
質
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。
私
見
の
要
点
だ
け
を
予
め
述
べ
て
お
く
と
、
「
日
嗣
」
の

謙
は
、
歴
史
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
並
皇
子
挽
歌
に
見
え
る
よ
う
な
皇
統
譜
（
神
統
譜
）
的
叙
述
は
、
歴
史
の
叙

述
で
は
な
い
。
時
間
を
超
越
し
た
世
界
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
日
嗣
」
の
謙
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

ノ
ミ
コ
ト
（
天
武
）
と
、
天
武
を
高
天
原
直
系
と
位
置
づ
け
て
歌
う
の
は
、
「
日
嗣
一
の
謙
の
様
式
を
踏
ま
え
て
、
歌
人
の
立
場
か
ら

神
話
を
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
説
く
。
亡
き
皇
太
子
に
対
し
て
は
、
後
段
で
そ
の
「
日
嗣
」
の
謙
の
様
式
を
さ
ら
に
延

伸
す
る
形
で
天
武
の
跡
に
位
置
付
け
、
そ
う
し
て
神
聖
な
系
譜
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
、
最
高
の
弔
意
の
披
暦
で
あ
っ
た
、
と
説
か
れ

て
い
る
。

｜’ 
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1７１ 

認
め
ら
れ
る
。

四
天
皇
の
御
享
年
、
（
崩
御
の
年
月
日
）
、
御
陵
の
所
在

（
６
）
 

と
い
う
一
定
の
型
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
歴
代
天
皇
の
「
帝
皇
日
継
」
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば

『
古
事
記
』
の
骨
格
が
出
来
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
蹟
宮
に
お
け
る
「
皇
祖
等
騰
極
次
第
」
の
課
が
、
ど
の
程
度
ま

で
詳
細
な
も
の
だ
っ
た
か
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
ど
の
く
ら
い
の
長
さ
の
詞
章
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
詞
章
の
冒
頭
は
ど

ん
な
風
で
あ
っ
た
の
か
。
つ
ま
り
「
日
嗣
」
の
最
初
は
高
天
原
、
天
地
初
発
の
時
だ
っ
た
か
。
そ
れ
と
も
、
初
代
天
皇
の
神
武
だ
っ
た

か
。
吉
田
氏
は
、
中
国
に
お
け
る
天
子
の
諭
号
が
、
天
帝
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
参
考
に
し
、
｜
わ

が
国
の
倭
風
の
諭
号
も
天
皇
家
の
祖
先
神
と
の
深
い
か
か
わ
り
で
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
」
（
前
掲
論
文
）
と
推
測
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
「
日
嗣
」
の
課
の
最
初
も
、
高
天
原
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
の
お
考
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

謙
で
は
な
い
が
、
天
皇
即
位
に
お
け
る
宣
命
を
み
る
と
、
た
し
か
に
聖
職
が
高
天
原
に
由
来
す
る
、
と
い
う
述
べ
方
は
定
型
と
し
て

と
ほ
す
め
ろ
き

す
め
ら

・
高
天
原
に
事
始
め
て
、
遠
天
皇
祖
の
御
世
、
中
。
今
に
至
る
ま
で
に
、
天
皇
が
御
子
の
あ
れ
坐
さ
む
い
や
継
々
に
、
大
八
嶋
国

つ
ぎ
て

よ
さ

ま
に
ま

あ
左
つ
ひ
つ
ぎ

あ
き
つ
か
み

知
ら
さ
む
次
と
、
天
つ
神
の
御
子
な
が
ら
４
。
、
天
に
坐
す
神
の
依
し
奉
り
し
随
に
、
こ
の
天
津
日
嗣
高
御
座
の
業
と
、
現
御
神

と
大
八
嶋
国
知
ら
し
め
す
倭
根
子
天
皇
命
の
、
…
…
（
『
続
日
本
紀
』
文
武
元
年
八
月
詔
）

と
ば
す
ぬ
る
さ
の
み
よ

（
〉
遠
皇
祖
御
世
を
始
め
て
天
皇
御
世
御
世
、
天
つ
日
嗣
と
高
御
座
に
坐
し
て
此
食
国
天
下
を
撫
で
賜
ひ
慈
し
び
腸
ふ
事
は
：
：
：

（
同
、
元
明
天
皇
慶
雲
四
年
七
月
詔
）

Ｃ
高
天
原
に
事
始
め
て
、
四
方
食
国
天
下
の
政
を
弥
高
弥
広
に
天
日
嗣
と
高
御
座
に
坐
し
て
大
八
嶋
国
知
ら
し
め
す
倭
根
子
天
皇
の

大
命
に
…
…
（
同
・
聖
武
天
皇
神
亀
元
年
二
月
詔
）

す
め
ら
が
む
つ
か
亡
ろ
ぎ
か
む
ろ
み
の
み
こ
と
も
ち
わ
か
み
ま

。
高
天
原
に
神
積
り
坐
す
皇
親
神
魯
棄
・
神
魯
美
命
以
て
、
吾
孫
の
命
の
知
ら
さ
む
食
国
天
下
と
一
一
一
一
口
依
さ
－
し
奉
り
の
随
に
、
遠
皇
祖

の
御
世
を
始
め
て
天
皇
が
御
世
御
世
間
こ
し
肴
し
来
る
食
国
天
つ
日
嗣
高
御
座
の
業
と
な
も
神
な
が
ら
念
し
め
さ
く
と
勅
り
た
ま

ふ
天
皇
が
御
命
を
、
…
…
（
同
・
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
元
年
七
月
詔
）

ま
た
即
位
の
詔
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
聖
武
天
皇
の
天
平
勝
宝
元
年
四
月
、
東
大
寺
行
幸
の
折
の
陸
奥
の
黄
金
産
出
を
慶
賀
す
る
詔
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と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
類
型
的
詞
章
の
文
脈
に
お
け
る
高
天
原
は
、
時
を
遥
か
に
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
神
聖
な
る
始
源
で
あ
る
。

「
高
天
原
に
事
始
め
て
、
遠
天
皇
祖
の
御
世
、
中
。
今
に
至
る
ま
で
」
と
い
っ
た
言
い
方
に
は
、
悠
久
の
時
の
流
れ
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
。
言
い
方
を
代
え
れ
ば
、
高
天
原
か
ら
は
る
か
な
時
を
経
て
一
今
一
に
接
続
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
過
去
・
現
在
と
い
っ
た

明
確
な
時
制
の
意
識
が
あ
る
。
「
遠
天
皇
祖
の
御
世
」
と
か
「
遠
皇
祖
の
御
世
」
と
い
っ
た
呼
称
が
、
い
つ
頃
を
指
し
て
い
る
の
か
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
た
と
え
ば
『
日
本
書
紀
」
大
化
元
年
七
月
詔
な
ど
は
、
あ
る
程
度
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

ご
始
め
我
が
遠
皇
祖
の
世
に
、
百
済
国
を
以
て
、
内
宮
家
と
し
た
ま
ふ
こ
と
、
轡
へ
ば
三
絞
の
綱
の
如
し
。
中
間
、
任
耶
国
を
以
て

百
済
に
属
け
た
ま
ふ
。
後
に
、
三
輪
栗
隈
君
東
人
を
辿
し
て
、
任
邪
国
の
堺
を
観
察
し
め
た
ま
ふ

こ
こ
で
の
「
遠
皇
祖
の
世
に
…
…
」
の
記
述
は
、
神
功
摂
政
前
紀
の
記
述
と
対
応
し
、
「
中
間
…
…
」
は
西
暦
六
四
二
（
皇
極
二
）

（
『
Ｉ
）

年
、
百
済
が
任
那
の
中
心
地
帯
を
新
羅
か
ら
奪
っ
た
事
実
を
指
す
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
｜
圭
埋
天
皇
祖

の
御
世
」
｜
中
」
と
い
っ
た
言
い
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
頃
を
意
識
し
た
も
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
せ
よ
、
こ
れ
は
歴
史

観
に
も
と
づ
い
た
言
い
方
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
・
今
止
天
鼠
は
、
高
天
臓
か
ら
降
臨
し
た
天
孫
以
来
、
何
代
も
Ｉ
「
い
や

継
ぎ
継
ぎ
に
一
継
承
さ
れ
た
一
天
つ
日
嗣
」
の
系
統
に
連
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
亡
く
な
る
と
、
こ
の
こ
と
を
再
び
確
認
し
、
諭
号

を
奉
っ
て
系
譜
の
末
に
新
し
く
名
を
つ
ら
ね
、
そ
れ
を
も
っ
て
魂
を
鎮
め
、
安
ら
か
に
天
上
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
、
残
宮
時
の

「
日
嗣
」
の
謙
で
あ
ろ
う
。
死
者
の
名
は
、
直
線
的
な
時
間
軸
の
な
か
の
一
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

「
万
葉
集
』
に
同
想
の
詞
章
を
探
す
と
す
れ
ば
、
人
麻
呂
の
「
近
江
荒
都
歌
一
の
長
歌
な
ど
が
該
当
例
と
し
て
想
起
さ
れ
る
。

Ｃ
玉
だ
す
き
畝
傍
の
山
の
橿
原
の
ひ
じ
り
の
御
代
ゆ
あ
れ
ま
し
し
神
の
こ
と
ご
と
つ
が
の
木
の
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に

か
つ
た
の
で
あ
る
。

あ
し

Ｃ
…
…
高
天
原
ゅ
天
降
り
坐
し
し
天
皇
が
御
世
を
始
め
て
、
中
。
今
に
至
る
ま
で
に
、
天
皇
が
御
世
御
世
、
天
日
嗣
高
御
座
に
坐
Ｉ
し

て
治
め
賜
ひ
恵
び
賜
ひ
来
る
食
国
天
下
の
業
と
な
も
、
神
な
が
ら
も
念
し
行
さ
く
と
宣
り
た
ま
ふ
大
命
を
、
…
…

と
あ
る
。
「
高
天
原
」
は
、
「
食
国
天
下
」
の
ま
つ
り
ご
と
を
行
う
天
子
の
資
格
を
保
証
す
る
淵
源
と
し
て
、
語
る
こ
と
を
欠
か
せ
な

に
は
、
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そ
ら

天
の
下
知
ら
し
め
し
し
を
天
に
み
つ
大
和
を
置
き
て
あ
を
に
よ
し
奈
良
山
を
越
え
い
か
さ
ま
に
思
ほ
し
め
せ
か

ひ
な

す
ぬ
る
き

あ
ま
ざ
か
る
鄙
に
は
あ
れ
ど
石
走
る
近
江
の
国
の
楽
浪
の
大
津
の
宮
に
天
の
下
知
ら
１
）
め
し
け
む
天
皇
の

神
の
み
こ
と
の
…
…
（
巻
一
・
羽
）

「
橿
原
の
ひ
じ
り
の
御
代
」
つ
ま
り
神
武
天
皇
以
来
、
神
と
し
て
出
現
さ
れ
た
歴
代
天
皇
が
、
連
綿
と
天
の
下
を
お
治
め
に
な
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
歌
い
だ
し
、
そ
の
後
に
「
大
津
の
宮
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
」
た
天
皇
、
す
な
わ
ち
天
智
の
事
蹟
を
語
る
。
こ
れ
は
皇
統

譜
的
な
詞
章
と
い
っ
て
よ
く
、
初
代
天
皇
と
天
智
天
皇
は
、
神
武
○
’
○
’
○
…
…
ｌ
天
智
と
、
歴
史
観
を
も
っ
て
直
線
的
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
人
麻
呂
が
神
武
起
点
で
歌
い
出
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
な
ぜ
高
天
原
か
ら
始
め
な
か
っ
た

の
か
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
異
伝
に
は
「
知
ら
し
め
し
し
を
」
の
句
が
一
知
ら
し
め
し
け
る
」
と
あ
る
の
で
、
歴
代
天
皇
が
天
下

を
一
知
ら
し
め
し
け
る
」
大
和
の
地
、
慣
れ
親
し
ん
だ
宮
地
を
置
い
て
…
…
と
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
初
め
て
大
和
に
都
し

た
神
武
天
皇
か
ら
歌
い
だ
し
た
意
味
が
一
応
納
得
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
、
蹟
宮
に
お
け
る
「
日
嗣
」
の
課
の
語
り
出
し
と
あ
る
い
は
関

連
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
っ
て
い
る
。
宮
廷
で
神
武
天
皇
と
い
う
形
象
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
時
期
と
呼
応
し
て
、
人
麻
呂
は

「
ひ
じ
り
一
な
る
語
を
、
あ
る
い
は
「
ひ
つ
ぎ
一
の
最
初
を
記
念
す
る
天
子
の
形
容
と
し
て
、
蹟
宮
に
お
け
る
謙
詞
を
意
識
し
つ
つ
、

詩
語
と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
の
だ
が
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
。
た
ま
た
ま
当
歌
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
挽
歌

的
性
格
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
皇
統
譜
的
な
部
分
も
、
中
国
の
謙
の
冒
頭
の
形
式
に
通
じ
る
と
の
見
方
も
あ

る
。
先
祖
の
叙
述
、
そ
し
て
大
和
を
置
い
て
「
あ
ま
ざ
か
る
鄙
一
に
都
を
遷
し
た
と
い
う
の
は
、
批
判
や
不
審
感
か
ら
で
は
な
く
、
辺

地
に
も
立
派
な
都
を
築
い
た
叡
慮
の
讃
美
と
読
め
る
と
す
れ
ば
、
天
智
天
皇
へ
の
、
歌
に
よ
る
「
謙
一
と
し
て
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い

の
で
あ
る
が
、
小
稿
は
「
近
江
荒
都
歌
」
論
で
は
な
い
の
で
、
深
入
り
す
る
の
は
控
え
る
。
こ
こ
で
は
、
先
に
引
用
し
た
宣
命
と
同
様

の
直
線
的
な
時
間
意
識
、
歴
史
観
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
に
と
ど
め
る
。

ち
な
み
に
『
万
葉
集
』
中
、
神
武
天
皇
代
は
、
近
江
荒
都
歌
の
ほ
か
に
大
伴
家
持
の
「
楡
し
族
歌
」
（
巻
二
十
・
４
４
６
５
）
に
も
登

場
す
る
。

．
）
ひ
さ
か
た
の
天
の
戸
開
き
高
千
穂
の
岳
に
天
降
り
し
す
め
る
き
の
神
の
御
代
よ
り
は
じ
弓
を
手
握
り
持
た
し
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ゆ
き

真
鹿
児
矢
を
手
挟
み
添
へ
て
大
久
米
の
ま
す
ら
健
男
を
先
に
立
て
靭
取
り
負
せ
山
河
を
磐
根
さ
／
、
み
て
踏
み

と
ほ
り
国
寛
ぎ
し
っ
つ
ち
は
や
ぶ
る
神
を
言
向
け
ま
つ
る
は
い
人
を
も
和
し
掃
き
清
め
仕
へ
奉
り
て
秋
津
島

大
和
の
国
の
橿
原
の
畝
傍
の
宮
に
宮
柱
太
知
り
立
て
て
天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る
す
め
る
き
の
天
っ
日
嗣
と

す
め
。
ｂ
へ

継
ぎ
て
来
る
君
の
御
代
御
代
隠
さ
は
い
赤
き
心
を
皇
辺
に
極
め
尽
し
て
仕
へ
来
る
祖
の
官
と
一
一
一
一
口
立
て
て
授

う
み
の
こ

け
給
へ
る
子
孫
の
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
見
る
人
の
語
り
つ
ぎ
て
て
聞
く
人
の
鏡
に
せ
む
を
…
。
：

こ
れ
も
歴
史
を
述
べ
た
詞
章
で
あ
る
。
天
孫
降
臨
以
来
、
宮
廷
に
奉
仕
し
て
き
た
名
誉
あ
る
一
族
の
来
歴
を
説
い
て
い
る
。
謙
と
の
関

連
で
い
え
ば
、
天
武
騎
宮
に
お
い
て
、
持
統
二
年
十
一
月
四
日
に
諸
臣
が
奉
じ
た
と
い
う
「
己
先
祖
等
所
仕
状
」
の
課
の
内
容
の
一
例

を
髪
露
と
さ
せ
る
よ
す
が
と
な
る
だ
ろ
う
。

信
仰
の
高
天
原
は
、
過
去
の
一
回
性
の
事
象
で
は
な
く
、
今
も
天
っ
神
の
居
所
と
し
て
天
上
に
あ
る
、
と
当
然
意
識
さ
れ
て
い
た
と

思
う
が
、
皇
統
譜
の
文
脈
の
な
か
で
は
、
歴
史
上
の
過
去
の
起
点
と
な
る
。
一
一
一
一
ギ
ノ
ミ
コ
ト
・
神
武
、
そ
れ
以
下
の
歴
代
天
皇
は
、

個
別
に
並
べ
ら
れ
て
い
き
、
そ
の
末
に
今
上
天
皇
が
位
置
す
る
わ
け
で
あ
る
。
日
嗣
の
謙
も
、
個
別
の
個
体
と
し
て
亡
く
な
っ
た
天
子

を
認
識
し
、
系
図
に
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
記
紀
」
に
み
ら
れ
る
一
歴
史
一
の
縮
約
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、
「
個
」
の
別
を

認
識
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
歴
史
は
編
ま
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
自
明
の
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
確
認
し
た
い
の
は
、
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
挽
歌
に
は
、
こ
う
し
た
直
線
的
な
歴
史
観
は
見

ら
れ
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
類
型
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
『
延
喜
式
祝
詞
』
の
何
編
か
に
同
想
の
詞
章
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
次
に
、
そ
の
祝
詞
の
例
を
あ
げ
つ
つ
、
日
並
皇
子
挽
歌
と
比
較
し
て
み
る
。

試
み
に
、
日
並
皇
子
挽
歌
の
長
歌
前
半
の
大
意
を
訳
し
て
み
る
と
、

ひ
ろ
め

天
地
の
初
め
の
時
、
天
の
河
原
に
あ
ま
た
の
神
々
が
集
ま
っ
て
、
》
」
評
議
を
な
さ
っ
た
時
、
天
照
ら
す
日
女
の
ミ
コ
ト
は
天
を
統

一一一
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の
よ
う
に
な
る
。
「
神
下
座
奉
之
高
照
日
之
皇
子
一
の
指
す
対
象
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
、
古
来
説
が
分
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
現
在
は
天
武
を
指
す
と
す
る
税
が
優
勢
で
あ
り
、
小
稿
も
そ
れ
に
従
う
。
こ
の
立
場
で
は
一
般
に
、
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

（
８
）
 

と
天
武
が
一
一
重
映
し
に
さ
れ
て
い
る
、
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
近
年
は
、
「
記
紀
』
の
知
識
を
も
ち
こ
ま
ず
、
こ
れ
は
こ
れ
で
独
自
に

解
釈
す
べ
き
と
の
視
点
も
提
出
さ
れ
、
そ
の
立
場
か
ら
は
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
と
の
二
重
映
し
で
は
な
く
、
天
武
を
そ
の
ま
ま
歌
っ
た

（
９
）
 

も
の
だ
、
と
の
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
当
歌
の
「
天
照
日
女
命
」
は
、
『
記
紀
』
の
天
照
大
神
と
等
質
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
こ

れ
は
、
「
日
の
皇
子
」
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
孫
の
資
格
で
降
臨
す
る
と
い
う
『
記
紀
』
の
神
話
で
は
な
く
、
天
武
始
祖
神
話
で
は
な
い

か
、
と
見
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
注
目
に
値
す
る
と
思
う
が
、
小
稿
で
は
そ
の
検
討
は
置
い
て
、
当
歌
が
詠
ま
れ
た
時
点
か

ら
わ
ず
か
数
年
前
に
亡
く
な
っ
た
天
武
が
、
「
天
地
初
時
」
に
降
臨
し
て
き
た
、
と
す
る
歌
い
方
に
注
目
し
た
い
。

井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
は
、
「
…
…
神
下
し
い
ま
せ
ま
つ
り
し
」
の
次
に
、

ス
メ
ロ
ギ
ノ
、
神
ノ
御
世
ヨ
リ
、
ツ
ガ
ノ
木
ノ
、
イ
ャ
ッ
ギ
ッ
ギ
一
一
、
天
ノ
下
、
シ
ロ
シ
メ
シ
来
テ
、
ヤ
ス
ミ
シ
シ
、
ワ
ガ
オ
ホ

キ
ミ
な
ど
い
ふ
句
の
あ
り
し
が
落
ち
た
る
な
ら
む

と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
脱
文
説
は
、
｜
つ
の
納
得
で
き
る
考
え
方
で
あ
り
、
右
の
よ
う
な
詞
章
を
補
う
と
、
当
歌
は
、
小
稿
二
章
に
引

用
し
た
よ
う
な
宣
命
や
近
江
荒
都
歌
な
ど
に
見
え
る
皇
統
譜
と
同
質
の
、
歴
史
の
叙
述
に
な
る
。
し
か
し
、
当
歌
は
当
歌
で
、
こ
の
よ

う
な
歌
い
方
が
自
然
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
当
時
の
人
々
の
感
性
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
つ
い
先
頃
亡
く
な
っ
た
天
子
の
御
代

を
、
神
代
、
始
源
の
時
で
あ
っ
た
と
し
て
歌
う
の
は
、
現
代
人
の
時
間
感
覚
か
ら
は
極
め
て
理
解
し
難
い
が
、
信
仰
的
儀
式
の
場
で

は
、
そ
れ
を
自
然
な
も
の
と
受
け
と
め
る
心
性
が
生
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
武
を
「
神
代
」
の
神
と
し
て
描
い
た
、
と
い
う
よ

り
、
今
も
あ
る
高
天
原
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
神
聖
な
詞
章
を
発
唱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
は
天
上
と
な
り
、
「
今
」
は

雲
を
か
き
分
け
て
お
下
し
に
な
り
、
高
御
座
に
お
据
え
し
た
日
の
御
子
（
天
武
天
皇
）
は
、
飛
鳥
の
浄
の
宮
で
神
と
し
て
御
統
治

に
な
り
、
そ
の
後
皇
祖
の
神
々
の
お
住
ま
い
に
な
る
地
と
し
て
、
天
の
原
に
通
じ
る
岩
戸
を
開
い
て
、
天
上
な
さ
っ
た
。
わ
が
大

君
、
御
子
の
ミ
コ
ト
（
日
並
皇
子
尊
）
が
天
の
下
を
お
治
め
に
な
れ
ば
…
…

治
な
さ
る
と
し
、
そ
し
て
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
天
地
の
寄
り
合
う
果
て
ま
で
ご
統
治
に
な
る
神
の
ミ
コ
ト
と
し
て
、
幾
重
も
の
天
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始
源
に
還
る
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
現
代
人
の
時
間
意
識
と
は
異
質
の
、
超
時
間
の
感
覚
、
テ
ン
ス
の
無
い

世
界
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
れ
と
よ
く
似
た
発
想
が
見
ら
れ
る
の
が
、
『
延
喜
式
祝
詞
』
で
あ
る
。
延
喜
式
の
祝
詞
が
記
録
さ
れ
た
の
は
奈
良
朝
以
降
と
見
ら

れ
、
時
々
の
解
釈
が
加
え
ら
れ
改
変
も
経
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
現
存
の
も
の
を
即
、
口
頭
の
詞
章
で
あ
っ
た
時
代
そ
の
ま
ま
の

姿
を
伝
え
る
も
の
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
そ
の
詞
章
は
、
歴
史
観
の
成
熟
し
て
い
な
い
時
代
の
感
覚
の
面

影
を
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
る
。
（
以
下
の
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
「
古
事
記
・
祝
詞
』
に
よ
る
。
）

○
大
殿
祭

づ
ま

す
め
む
つ

●
か
こ
‐
こ

す
め
み
ま
み
こ
と

「
高
天
の
原
に
神
留
り
ま
す
、
里
親
神
ろ
き
・
神
ろ
み
の
命
も
ち
て
、
皇
御
孫
の
命
を
天
っ
一
回
回
御
座
に
坐
せ
て
、
天
っ
麺
の
劔
・

す
め
ら

鏡
を
捧
げ
持
ち
た
ま
ひ
て
、
一
一
一
口
壽
き
宣
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
皇
我
が
う
づ
の
御
子
皇
御
孫
の
命
、
こ
の
天
つ
高
御
座
に
坐
し
て
、

天
っ
日
嗣
を
萬
千
秋
の
長
秋
に
、
大
八
洲
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
を
安
国
と
平
ら
け
く
知
る
し
め
せ
』
と
、
言
寄
さ
し
ま
つ
り
た
ま

あ
ま
く
だ

そ
す

ひ
て
、
天
っ
御
量
も
ち
て
、
事
間
ひ
し
磐
ね
木
の
立
ち
、
草
の
片
葉
を
も
一
一
一
一
口
止
め
て
、
天
降
り
た
ま
ひ
し
食
国
天
の
下
と
、
天
っ

日
嗣
知
る
し
め
す
皇
御
孫
の
命
の
…
…
」

。
六
月
晦
大
祓

ば
か

「
高
天
の
原
に
神
留
り
ま
す
、
皇
親
神
ろ
き
・
神
ろ
み
の
命
も
ち
て
、
八
百
萬
の
神
等
を
神
集
へ
集
へ
た
ま
ひ
、
神
議
り
譲
り
た

ま
ひ
て
、
「
我
が
皇
御
孫
の
命
は
、
豊
葦
原
の
水
穂
の
国
を
、
安
国
と
平
ら
け
く
知
る
し
め
せ
』
と
事
依
さ
し
ま
つ
り
き
・
か
く

依
さ
し
ま
つ
り
し
国
中
に
、
荒
ぶ
る
神
等
を
ば
神
問
は
し
に
問
は
し
た
ま
ひ
、
神
掃
ひ
に
掃
ひ
た
ま
ひ
て
、
語
間
ひ
し
磐
ね
樹

立
、
草
の
片
葉
を
も
語
止
め
て
、
天
の
磐
座
放
れ
、
天
の
八
重
雲
を
い
つ
の
干
別
き
に
千
別
き
て
、
天
降
し
依
さ
し
ま
つ
り
き
。

か
く
依
さ
し
ま
つ
り
し
四
方
の
国
中
に
、
大
倭
日
高
見
の
国
を
安
国
と
定
め
ま
つ
り
て
、
下
つ
盤
ね
に
宮
柱
太
敷
き
立
て
、
高
天

の
原
に
千
木
高
知
り
て
、
皇
御
孫
の
命
の
瑞
の
御
舎
仕
へ
ま
つ
り
て
、
天
の
御
蔭
・
日
の
御
蔭
と
隠
り
ま
し
て
、
安
国
と
平
け
く
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○
選
二
却
崇
神
一

「
高
天
の
原
に
神
留
り
ま
し
て
、
事
始
め
た
ま
ひ
し
神
ろ
き
・
神
ろ
み
の
命
も
ち
て
、
天
の
高
市
に
八
百
萬
の
神
等
を
神
集
へ
集

へ
た
ま
ひ
、
神
議
り
譲
り
た
ま
ひ
て
、
我
が
皇
御
孫
の
尊
は
、
豊
葦
原
の
水
穂
の
国
を
、
安
国
と
平
ら
け
く
知
る
し
め
せ
と
、
天

の
磐
座
放
れ
て
、
天
の
八
重
雲
を
い
つ
の
干
別
き
に
千
別
き
て
、
天
降
し
寄
さ
し
ま
つ
り
し
時
に
…
…
｜

こ
れ
ら
に
現
れ
る
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
に
つ
い
て
は
、
井
口
樹
生
氏
に
精
繊
な
論
考
が
あ
る
・
今
、
氏
の
論
文
「
蟇
禦
命
考
ｌ

（
、
）

そ
の
藝
豊
と
位
置
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
の
要
点
を
記
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

＊
文
章
の
時
点
は
、
つ
ね
に
祝
詞
の
奏
上
さ
れ
る
現
在
、
「
今
」
で
あ
り
、
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
は
今
上
天
皇
を
指
す
。

＊
『
記
紀
』
の
解
釈
を
も
ち
こ
ま
な
い
か
ぎ
り
、
祝
詞
で
は
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
と
天
照
大
神
と
の
間
に
、
皇
統
譜
的
関
係
を
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
は
一
一
一
一
ギ
ノ
ミ
コ
ト
で
は
な
い
。
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
も
本

来
、
神
魂
・
高
御
魂
と
は
別
で
あ
る
。

ｃ
鎮
二
御
魂
齋
戸
一
祭

「
高
天
の
原
に
神
留
り
ま
す
、
皇
親
神
ろ
き
・
神
ろ
み
の
命
も
ち
て
、
皇
孫
の
命
は
、
豊
葦
原
の
水
穂
の
国
を
安
国
と
定
め
ま

つ
り
て
、
下
っ
磐
ね
に
宮
柱
太
敷
き
立
て
、
高
天
の
原
に
千
木
高
知
り
て
、
天
の
御
蔭
・
日
の
御
蔭
と
稀
瀞
寛
へ
ま
つ
り
て
、

●
Ｂ
Ｏ
０
■
●
」

・
鎮
火
祭

高
天
の
原
に
神
留
り
ま
す
、
皇
親
神
ろ
き
・
神
ろ
み
の
命
も
ち
て
、
皇
御
孫
の
命
は
、
豊
葦
原
の
水
穂
の
国
を
安
国
と
平
ら
け
く

の
り
と
ふ
と
の
り
ご
ご
と

知
る
し
め
せ
と
、
天
の
下
寄
さ
し
ま
つ
り
し
時
に
、
事
寄
さ
し
ま
つ
り
し
天
っ
詞
の
太
詞
事
を
も
ち
て
申
さ
く
、
…
・
・
・

知
る
し
め
さ
む
国
中
に
…
…
」
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＊
あ
る
時
代
に
、
ミ
マ
の
語
感
が
「
御
身
体
」
か
ら
「
御
孫
」
に
移
行
し
、
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
に
一
「
皇
御
孫
命
」
の
字
が
宛
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
の
時
代
ｌ
天
皇
‐
天
孫
の
観
念
が
艫
立
し
た
時
期
と
し
て
女
帝
が
皇
統
の
中
継
ぎ
と
し
て
、

そ
の
孫
が
皇
位
を
継
ぐ
と
い
う
か
た
ち
が
頻
発
し
た
時
代
が
想
起
さ
れ
る
。

井
口
氏
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
先
に
引
用
し
た
詞
章
は
、
「
頭
な
る
も
の
の
御
言
を
伝
達
し
て
、
御
当
今
、
即
ち
そ
の
手
足
と
も
な

る
現
に
存
在
し
て
い
る
御
身
体
が
、
今
こ
の
世
を
統
治
す
る
」
と
い
っ
た
考
え
方
を
古
層
に
持
つ
と
見
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
「
霊
魂

を
保
持
し
て
い
る
容
器
か
ら
肉
体
へ
霊
魂
が
伝
達
さ
れ
て
、
そ
の
霊
魂
の
威
力
を
も
っ
て
、
現
在
こ
の
国
を
統
治
し
て
い
る
」
と
い
っ

た
考
え
方
が
生
き
て
い
た
時
代
の
面
影
を
と
ど
め
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
高
天
原
」
は
無
時
制
で
あ
り
、
ス
メ
ミ
マ
ノ
ミ
コ
ト
に
個
の
人
格
は
な
い
。
高
天
原
の
神
の
命
を
受
け
、
葦
原
瑞
穂
国

の
統
治
を
依
託
さ
れ
て
降
臨
し
て
き
た
存
在
。
歴
代
天
皇
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
誰
も
等
し
く
、
即
位
の
時
、
大
嘗
祭
の
時
、
あ
る
い

は
重
要
な
祭
儀
の
時
、
ひ
と
し
く
神
聖
な
る
詞
章
の
も
と
に
、
個
々
の
人
格
を
超
え
て
同
一
の
「
す
め
ら
み
こ
と
」
と
な
る
。
つ
ね
に

同
じ
時
が
、
同
じ
ま
つ
り
ご
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
で
は
、
歴
史
は
編
ま
れ
な
い
。
年
々
必
ず
春
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
歴
史
に
な
ら
な
い

の
と
同
じ
で
あ
る
。
高
天
原
か
ら
の
天
孫
降
臨
は
、
時
間
的
な
彼
方
で
は
な
く
、
空
間
的
な
彼
方
か
ら
の
定
期
的
な
慶
事
と
い
う
意
識

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
常
世
か
ら
時
を
決
め
て
神
（
あ
る
い
は
偉
大
な
る
霊
魂
）
が
来
臨
す
る
。
そ
う
し
た
水
平
的
な
異
郷

意
識
が
、
垂
直
に
置
き
か
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
先
に
引
用
し
た
祝
詞
に
見
ら
れ
る
観
念
で
あ
る
、
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
「
神
代
」
は
現
在
に
も
時
を
決
め
て
出
現
す
る
、
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
本
来
無
時
制
・
無
個
性
の
発
想
の
詞
章
に
、
「
飛
鳥
の
浄
の
宮
に
神
な
が
ら
太
敷
き
ま
し
て
」
と
、
特
定
の
事

蹟
を
挿
入
し
、
さ
ら
に
詩
と
し
て
洗
練
を
加
え
た
の
が
柿
本
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
挽
歌
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
見
で
あ
る
。

系
図
の
最
初
に
位
置
づ
け
る
「
起
点
一
と
し
て
の
高
天
原
と
、
日
並
皇
子
挽
歌
の
長
歌
に
お
け
る
高
天
原
と
で
は
、
性
格
が
異
な
る

＊
カ
ム
ロ
ギ
・
カ
ム
ロ
ミ
は
も
と
頭
た
る
霊
魂
と
い
っ
た
意
味
、
ス
メ
ミ
マ
の
ミ
マ
は
霊
魂
の
入
る
御
身
体
を
意
味
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
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高
天
原
ｌ
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
ー
…
…
ｌ
神
武
ｌ
…
…
ｌ
天
智
Ｉ
天
武

の
よ
う
に
、
直
線
的
な
時
間
進
行
を
も
つ
、
歴
史
観
の
あ
る
詞
章
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
並
皇
子
挽
歌
に
お
い

て
は
、
神
代
が
現
前
す
る
。
高
天
原
が
「
今
」
に
直
に
接
す
る
。
既
に
歴
史
観
念
が
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
に
、
人
麻
呂
は
あ
え
て
一

般
の
皇
統
譜
の
形
式
を
借
り
ず
に
、
無
時
制
の
詞
章
の
様
式
を
応
用
し
て
、
か
え
っ
て
新
し
い
姿
の
挽
歌
を
作
成
し
、
神
話
的
叙
述
を

な
し
た
の
だ
、
と
考
え
て
み
た
い
。

も
っ
と
も
、
歴
史
を
叙
す
型
と
、
高
天
原
が
「
今
」
に
直
結
す
る
型
と
、
発
想
の
新
旧
を
区
別
す
る
の
は
本
当
は
正
し
く
な
い
だ
ろ

う
。
ど
ち
ら
も
根
は
一
つ
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
。
始
源
か
ら
現
在
ま
で
の
時
の
流
れ
を
言
い
立
て
る
と
い
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
眼

目
は
、
変
遷
を
展
望
す
る
の
で
は
な
く
、
不
変
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
神
代
と
等
質
の
御
代
が
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」

い
に
し
へ

継
続
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
「
〈
丁
」
に
も
「
古
」
が
顕
現
す
る
、
と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
「
祝
詞
」
に
見
ら
れ
る
発
想
と
ル
ー
ツ
は
重
な
っ
て
く
る
。

た
だ
、
「
代
々
」
と
い
う
こ
と
に
触
れ
る
か
、
触
れ
な
い
か
の
相
違
は
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
日
嗣
の
課
や
即
位
の
宣
命
は

「
代
々
」
に
触
れ
る
。
祝
詞
や
人
麻
呂
の
日
並
挽
歌
は
「
代
々
」
を
言
わ
な
い
で
、
今
上
も
し
く
は
先
帝
を
神
聖
な
威
力
の
源
と
直
結

さ
せ
る
．
こ
の
違
い
を
、
来
臨
・
顕
現
し
た
威
力
そ
の
も
の
ｌ
折
口
信
夫
の
篭
信
仰
論
風
に
い
え
ば
、
外
来
魂
そ
の
も
の
ｌ
を

尊
崇
す
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
を
受
け
る
神
聖
な
る
容
器
の
す
じ
、
血
統
を
も
尊
崇
す
る
か
、
と
い
う
二
様
の
信
仰
か
ら
分
岐
し
て

く
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
。

以
下
、
憶
測
の
段
階
で
あ
る
が
、
次
回
の
考
察
へ
の
橋
渡
し
の
つ
も
り
で
結
び
に
代
え
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

か
ら
、
例
え
ば

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
天
武
鏑
宮
に
お
け
る
「
皇
祖
等
騰
極
次
第
」
の
謙
は
、
高
天
原
か
ら
説
き
お
こ
し
た
と
し
て
も
、
系
譜
で
あ
る
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日
嗣
の
謙
に
戻
る
と
、
「
お
く
り
名
」
を
奉
り
、
皇
統
譜
の
末
に
登
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
死
者
を
個
人
と
し

て
記
憶
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
別
の
個
体
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
日
嗣
」
の
謙
は
、
積
宮
行
事
の
総
て
で
は

な
い
の
で
、
「
日
嗣
」
の
謙
の
性
格
を
も
っ
て
蹟
宮
全
体
の
性
格
に
敬
術
す
る
こ
と
は
短
絡
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
、
案
外
そ
れ
が
積

の
本
質
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

一
体
、
蹟
宮
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
っ
て
定
説
が
な
い
が
、
｜
歴
史
一
の
形
成
と
い
う
こ
と
か
ら
対
極
的
に

想
起
さ
れ
る
の
は
、
折
口
信
夫
の
説
で
あ
る
。

ｂ
が
り

一
般
に
、
折
口
信
夫
の
一
蹟
一
説
は
、
招
魂
を
主
目
的
と
し
た
行
事
と
考
え
る
税
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
昭
和
一
二

年
の
一
大
嘗
祭
の
本
義
一
で
、

元
来
、
日
本
の
古
い
信
仰
で
は
、
生
と
死
の
区
別
は
、
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
。
人
が
死
ん
で
も
、
魂
を
よ
び
戻
せ
ば
生
き
か

へ
る
、
と
恩
う
て
ゐ
た
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
魂
が
か
へ
ら
ぬ
と
あ
き
ら
め
る
ま
で
は
、
略
一
年
か
Ｌ
つ
た
。
此
一
年
の
間

竈
…
辮
ｌ

は
、
生
死
不
明
の
時
期
で
、
古
い
文
献
を
見
る
と
、
蹟
宮
、
又
は
あ
ら
き
の
宮
と
一
一
一
一
口
う
て
居
る
が
、
此
は
此
魂
を
附
著
せ
し
め

（
Ⅱ
）
 

よ
う
と
し
て
居
る
間
の
、
信
仰
行
事
を
斥
し
て
い
ふ
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
な
考
え
方
で
あ
る
。
折
口
の
眼
は
、
例
に
よ
っ
て
文
献
以
前
を
見
据
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
彼
の
説
く
蹟
宮

は
、
日
本
書
紀
等
に
残
さ
れ
た
記
録
よ
り
さ
ら
に
古
い
と
こ
ろ
、
原
型
的
な
モ
デ
ル
を
考
え
た
も
の
と
し
て
読
む
べ
き
と
思
う
が
、
そ

れ
に
し
て
も
そ
の
説
は
、
総
合
す
る
と
折
口
自
身
の
な
か
で
も
統
一
し
た
見
解
が
最
後
ま
で
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
、
簡
明
で
は
な
い
。
一
般
に
印
象
さ
れ
て
い
る
、
単
純
な
「
招
魂
」
説
で
は
決
し
て
な
い
。
筆
者
自
身
、
そ
の
説
を
十
分

に
咀
噸
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
あ
え
て
誤
解
を
恐
れ
ず
私
見
を
示
す
と
、
折
口
信
夫
は
天
子
の
残
宮
に
つ
い
て
は
、
「
天
皇

霊
」
の
継
承
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
考
え
て
い
た
、
と
理
解
す
る
の
が
適
当
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

四
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も
し
「
残
宮
」
が
、
も
と
大
切
な
霊
魂
の
世
襲
継
承
を
主
眼
と
し
た
祭
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
、
霊
魂
そ
の
も
の
だ
け
で

な
く
、
そ
の
威
霊
を
唯
一
収
め
ら
れ
る
血
統
で
あ
る
と
こ
ろ
の
御
身
体
Ⅱ
ス
メ
ミ
マ
を
祭
る
こ
と
、
「
骨
」
を
祭
る
こ
と
も
き
わ
め
て

重
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
日
嗣
の
謙
は
、
こ
う
し
た
一
骨
」
の
信
仰
に
連
絡
す
る
祖
先
崇
拝
と
関
連
す
る
慣
習
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
が
、
今
は
詳
し
く
検
証
で
き
る
だ
け
の
資
料
を
集
め
得
て
い
な
い
の
で
、
予
想
と
し
て
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

見
落
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
折
口
自
身
が
、
こ
の
「
骨
」
の
信
仰
と
い
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
折
口
ほ
ど
の
学
者
が
、
い
く
ら
第
一
義
に
重
点
を
置
い
た
考
察
を
し
て
い
る
と
は
い
え
、
素
人
で
も
思
い
及
ぶ
こ
と
に
注
意
を
怠

も
が
り
は
仮
の
も
。
も
と
は
復
活
の
前
段
階
と
し
て
一
旦
死
ん
だ
状
態
（
魂
の
抜
け
た
空
洞
体
）
に
な
っ
て
、
衾
状
の
も
の
に
く
る

ま
っ
て
篭
っ
て
い
る
状
態
。
す
な
わ
ち
、
次
期
天
子
が
、
死
ん
だ
天
子
か
ら
霊
魂
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、
物
忌
み
に
入
っ
て
い
る
時
。

（
⑫
）
 

ｌ
折
口
信
夫
が
警
に
つ
い
て
一
一
一
一
已
及
す
る
時
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
説
く
．
ノ
ー
ト
編
追
補
「
神
道
概
論
』
の
霧
信
仰

論
第
二
章
十
一
、
’
１
神
道
に
お
け
る
死
の
概
念
」
（
昭
和
二
一
一
年
）
を
読
む
と
、
死
ん
だ
天
子
と
後
継
者
と
、
一
一
人
が
「
も
」
に
寵
っ
て

い
る
の
が
古
い
形
だ
、
と
い
う
考
え
を
講
義
で
述
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
上
代
葬
儀
の
精
神
」
で
、
神
道
に
於
て
死
は
な
い
、

生
き
返
る
と
こ
ろ
の
手
段
で
あ
っ
た
、
と
再
三
説
く
の
は
、
招
魂
に
よ
り
死
者
が
蘇
生
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
で
な
く
、
明
ら
か
に
霊

魂
の
継
承
（
身
体
の
交
替
）
と
い
う
発
想
か
ら
の
発
言
で
あ
ろ
う
。
肉
体
は
変
わ
っ
て
も
魂
は
「
永
遠
に
伝
え
る
所
の
人
格
」
と
し
て

不
滅
だ
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

霊
魂
の
継
承
と
い
う
考
え
方
自
体
は
、
広
く
証
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、
蹟
宮
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
説

け
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
素
朴
な
疑
問
を
持
て
ば
誰
も
が
気
付
く
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
霊
魂
だ
け
が
重
大

で
、
身
体
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
の
な
ら
ば
、
蹟
に
お
い
て
霊
魂
が
抜
け
た
ほ
う
の
体
を
祭
る
必
要
は
な
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
大
切
な
も
の
の
抜
け
殻
に
名
を
奉
っ
て
、
丁
重
に
葬
り
、
個
体
と
し
て
記
憶
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は

折
口
の
「
天
皇
霊
」
論
と
も
関
わ
っ
て
来
る
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
何
種
か
の
偉
大
な
る
霊
魂
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
よ
い
、
と
す
れ

ば
、
血
統
は
必
ず
し
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
種
の
霊
魂
は
天
皇
家
の
み
が
独
占
し
て
、
継
承
し
て
い
く
も
の

（
肥
）

で
あ
っ
た
。
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る
は
ず
が
な
い
。
そ
の
著
作
中
に
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
短
い
言
葉
数
で
は
あ
る
が
問
題
提
起
し
て
触
れ
て
い
る
箇
所
が
見
出
せ

（
Ｍ
）
 

ろ
．
山
折
哲
雄
氏
は
、
「
霊
魂
の
浄
化
ｌ
誉
崇
拝
の
鱸
流
」
に
お
い
て
、
艫
を
と
り
あ
げ
て
「
骨
の
収
拾
を
第
一
義
の
目
的
に
し

て
い
な
か
っ
た
「
｜
と
い
う
見
方
を
と
ら
れ
、
記
紀
万
葉
の
時
代
は
、
骨
へ
の
執
着
が
薄
か
っ
た
ら
し
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
案
外
、
注
意
深
く
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

小
稿
は
、
積
宮
に
お
け
る
「
日
嗣
一
の
課
は
、
歴
史
を
形
成
す
る
詞
章
で
あ
り
、
祝
詞
、
あ
る
い
は
人
麻
呂
の
日
並
皇
子
挽
歌
に
見

ら
れ
る
如
き
、
超
時
間
の
詞
章
と
は
性
格
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
迂
遠
に
考
察
し
た
だ
け
で
欄
筆
す
る
。
折
口

信
夫
の
考
え
る
よ
う
な
「
霊
魂
不
滅
」
の
発
想
は
、
祝
詞
の
よ
う
な
無
時
制
の
詞
章
と
深
く
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し

て
一
骨
」
に
対
す
る
信
仰
も
古
く
か
ら
あ
っ
て
、
そ
れ
が
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
と
系
図
の
形
成
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
は
な

い
か
．
ｌ
本
来
は
こ
の
よ
う
な
道
筋
ま
で
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
十
分
に
鑿
に
答
え
た
こ
と
に
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
宿
題
と
し
、
後
日
を
期
し
た
い
と
思
う
。

（
３
）
（
２
）
の
折
口
信
夫
・
池
田
彌
三
郎
氏
論
文
参
照

（
４
）
「
古
事
記
成
誓
化
の
基
礎
」
「
天
武
朝
に
お
け
る
柿
本
人
麻
呂
の
事
業
」
「
柿
本
人
麻
呂
と
そ
の
時
代
』
所
収
）
・
「
天
武
蹟
宮
の
文
学
史
的
意

義
」
「
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
釣
年
ｎ
月
）

（
５
）
『
岐
阜
女
子
大
学
紀
要
」
加
号

（
６
）
『
古
事
記
全
註
釈
』
序
文
編
、
「
帝
紀
及
本
辞
」
の
項

注

（
１
）
中
国
の
謙
・
哀
策
文
・
哀
等
の
わ
が
国
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
中
西
進
氏
の
「
人
麿
と
海
彼
」
（
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究
」

所
収
）
が
、
そ
れ
ら
と
万
葉
歌
と
を
具
体
的
に
比
較
し
た
論
考
と
し
て
参
考
に
な
る
。

（
２
）
折
口
信
夫
「
上
代
葬
儀
の
精
神
」
（
『
折
口
信
夫
全
集
』
〈
旧
〉
第
二
十
巻
所
収
）
・
池
田
彌
三
郎
氏
一
文
学
伝
承
の
機
会
」
（
一
・
池
田
彌
三
郎
著

作
集
』
第
一
巻
所
収
）
・
西
郷
信
綱
氏
「
柿
本
人
麿
」
（
『
増
補
詩
の
発
生
』
所
収
）
・
吉
田
義
孝
氏
「
古
事
記
成
書
化
の
基
礎
」
（
『
柿
本
人
麻

呂
と
そ
の
時
代
』
所
収
）
・
和
田
華
氏
「
蹟
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
論
集
終
末
期
古
墳
』
所
収
）
・
身
崎
壽
氏
『
宮
廷
挽
歌
の
世
界
』
第
三
章
「
蹟

宮
挽
歌
の
創
成
」
等
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（
７
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
、
加
賀
頭
注

（
８
）
例
え
ば
沢
潟
久
孝
氏
『
万
葉
集
注
釈
』
。

（
９
）
神
野
志
隆
光
氏
「
天
皇
神
格
化
表
現
を
め
ぐ
っ
て
一
（
『
柿
本
人
麻
呂
研
究
』
所
収
）
・
遠
山
一
郎
氏
一
‐
日
並
皇
子
挽
歌
に
お
け
る
天
武
天
皇

の
形
象
」
含
日
本
文
学
研
究
資
料
新
築
２
万
葉
集
人
麻
呂
と
人
麻
呂
歌
集
』
所
収
）

（
、
）
『
境
界
芸
文
伝
承
研
究
』
所
収

（
ｕ
）
一
・
折
口
信
夫
全
集
』
〈
旧
〉
第
三
巻
、
凹
頁

（
⑫
）
前
掲
一
大
嘗
祭
の
本
義
」
、
「
剣
と
玉
と
」
（
昭
和
７
年
。
全
集
〈
旧
〉
第
二
十
巻
）
、
「
上
代
葬
儀
の
精
神
」
（
昭
和
９
年
。
全
集
〈
旧
〉
第
二

（
過
）
津
田
博
幸
氏
が
「
天
皇
霊
の
考
察
そ
の
二
」
（
『
三
田
国
文
』
６
号
）
で
問
題
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
Ｕ
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
』
第
十
二
巻
所
収

十
巻
）
等
。
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